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新型コロナウイルス感染症の今後の感染拡大を見据えた 

PCR等検査体制の更なる拡大・充実のための緊急提言について 

 

 

政府による緊急事態宣言の発令（令和２年４月７日）後、一旦は減少傾向に転じた

新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は、令和２年６月中旬以降、首都圏を中心

に再び増加を続け、現在、多くの都道府県において過去最高の一日当たり新規感染者

数を更新するなど、全国的に更なる感染拡大が強く懸念されます。 

とくに７月以降の新規感染者数の増加は、医療現場の実感ならびにいくつかの指標

によれば、市中感染がじわじわと拡大しているものと判断せざるを得ません。 

今後、お盆休みなど夏季休暇期間を控え、県境を越えた人の移動の増加が予想され

ることから、新規感染者数の急増が懸念される状況に対応するためには、全国の PCR

等検査の検査能力を大幅に向上させなければなりません。 

しかし、全国各地の会員から、行政検査の委託契約（個別・集合）に係る種々の問

題から、依然として PCR検査体制の整備が進んでいないとの声が寄せられているとこ

ろです。 

日本医師会は、このような状況を打破し、医師が必要であると認めた PCR等検査及

び抗原検査が、速やかにかつ確実に実施可能とするため、別添のとおり緊急提言をと

りまとめ、本日の本会定例記者会見で公表いたしました。 

本会は、本提言をもとに、今後あらゆる機会を活用して PCR等検査拡大・充実のた

め、その財源の確保も含めて、政府等に対し強く働きかけてまいります。 

新型コロナウイルス感染症対策の緊急性に鑑み、今後も実効性のある方策を提言し

てまいりますので、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、関係医療機

関等に対する周知方ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 


